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　新年度を迎えるに当たり一言ご
挨拶申し上げます。
　昨年、日本ではノーベル物理
学賞で湧きました。というのも、
20 世紀中に実現困難といわれた
青色発光ダイオード（ＬＥＤ）の
開発に成功、量産技術を開発し、
世界で初めて製品化にこぎつけた

「今年もチャレンジ精神を」

後藤淳理事長

完成した新２号館。 南側から

仕
事
始
め
も
新
館
で

世
界
卓
球
選
手
権 

吉
村
、
吉
田
選
手
が
出
場

竣工の挨拶をする
後藤泰之学長

日本の研究者３人が受賞したことでありま
す。学内においても学生・生徒諸君がいろ
いろなクラブ活動等を通して、非常に元気
に活躍してくれ、喜ばしく思っています。
そういうことと併せて今年も新しいものに
チャレンジし、取り組み、出発してほしい。
　ノーベル賞の基準は「人類への貢献」と
なっていますが、今回の青色発光ダイオー
ドのように世界でどれだけ役立つ
かというものに次第に、目標、対

象も変わってきています。そうい
うことで先生も色々な所で役に立
つことを頭に入れて研究、学生の
指導に取り組んでいただきたい。
人間社会がそれによって幸福にな
るような筋道がつけられていくこ
とが大事であるといえます。また、
職員の皆さんも、新しい 27 年度

を迎える準備等で忙しいと思います。くわ
えて百年を超えた学園の新たな先を見据え
て、それぞれの部署で頑張られることを期
待しています。
　「少子化」問題など教育界を取り巻く環
境は年々、厳しさを増しています。皆さん
で力を合わせ、新しい年が良い年になるよ
うに頑張ってください。

新
２
号
館(

仮称)

完
成

　

名
古
屋
電
気
学
園
が

大
学
八
草
キ
ャ
ン
パ
ス

で
建
築
し
て
い
た
新
２

号
館
（
仮
称
）
が
完
成
、

竣
工
式
が
一
月
五
日
、

学
園
、
大
学
関
係
者
ら

約
八
十
人
が
出
席
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
は
じ

め
に
同
館
正
面
玄
関
前

で
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
あ

り
、
後
藤
泰
之
学
長
と

井
上
和
幸
清
水
建
設
名

古
屋
支
店
長
の
二
人
が

鋏
を
入
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
一
階
フ
ロ
ア
で
後
藤

学
長
が
挨
拶
、「
２
号
館
、
５

号
館
の
建
て
替
え
計
画
を
検
討

す
る
中
で
、
新
し
く
一
つ
の
建

物
と
し
て
建
築
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
二
階
フ
ロ
ア
は
全

学
、
大
学
院
の
共
用
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
活
用
し
て
も
ら
う
よ
う

設
け
ま
し
た
。
本
学
で
は
い
ろ

い
ろ
な
学
科
で
ロ
ボ
ッ
ト
研
究

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
学

科
を
横
断
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
研
究

の
拠
点
と
し
て
、
情
報
発
信
の

場
と
し
て
ロ
ボ
ッ
ト
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
も
設
け
ま
し
た
。
こ
の
素

晴
ら
し
い
空
間
を
大
い
に
活
用

し
て
学
生
の
教
育
、
研
究
に
活

か
し
て
い
た
だ
き
た
い
。今
後
、

　

後
藤
泰
之
学
長
は
一
月
五

日
、
新
た
に
完
成
し
た
新
２
号

館
地
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
行
わ
れ

た
学
園
・
大
学
の
仕
事
始
め
で
、

教
職
員
約
三
百
人
を
前
に
年
頭

の
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

　

後
藤
学
長
は
「
三
年
後
に
は

二
○
一
八
年
問
題
が
や
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
こ
こ
数
年
十
八
歳

人
口
は
安
定
し
て
き
ま
し
た

が
、
い
よ
い
よ
二
○
一
八
年
か

ら
は
大
幅
に
減
っ
て
く
る
と
い

う
状
況
で
す
。
本
学
は
ど
う
い

う
取
り
組
み
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
。
伝
統
を
継
承
し
つ

つ
も
教
育
力
の
強
化
、
研
究
の

活
性
化
、社
会
貢
献
、こ
う
い
っ

た
諸
課
題
に
大
学
・
学
園
の
教

職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
着
実
に

取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

大
学
男
子
卓
球
部
の
吉
村
真

晴
選
手
（
経
営
学
科
三
年
）
と

吉
田
雅
己
選
手
（
同
二
年
）
の

二
人
が
今
春
の
世
界
選
手
権
蘇

州
大
会
の
日
本
代
表
と
し
て
選

ば
れ
ま
し
た
。　

＝
記
事
８
面

２
号
館
、
５
号
館
を
解
体
、
５

号
館
跡
に
は
新
し
い
食
堂
も
作

ら
れ
ま
す
。
本
学
の
環
境
整
備

を
こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
進
め

て
い
き
た
い
」と
述
べ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

＝
関
連
２
面

後藤淳理事長メッセージ
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新２号館のテープカットをする後藤泰之学長㊧
と井上和幸清水建設名古屋支店長　　　　　　　

ロボット交流会の表彰式に参加した児童生徒たち

ロ
ボ
ッ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
も

新２号館地階に整備されたグランドギャラリー

新
２
号
館
が
完
成

　

八
草
キ
ャ
ン
パ
ス
に
完
成
し

た
新
２
号
館
（
仮
称
）
は
一
昨

年
十
二 

月
に
地
鎮
祭
を
行
い
、

建
築
が
始
ま
り
ま
し
た
。
旧
セ

ン
ト
ラ
ル
食
堂
を
解
体
し
た
跡

地
約
一
七
八
九
平
方
メ
ー
ト
ル

に
鉄
骨
・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
り
地
上
六
階
、
地
下
二
階
建

て
で
、
延
べ
床
面
積
は
約
八
七

○
○
平
方
メ
ー
ト
ル
。
地
下

一
、二
階
に
は
吹
き
抜
け
空
間

の
グ
ラ
ン
ド
ギ
ャ
ラ
リ
ー
も
あ

り
、
建
築
学
科
の
ア
ト
リ
エ
、

製
図
室
な
ど
が
設
け
ら
れ
ま
し

た
。
南
側
は
広
場
の
向
こ
う
に

鉀
徳
館
を
望
み
、
広
々
と
し
た

空
間
が
広
が
り
ま
す
。
一
階
フ

ロ
ア
に
は
本
格
的
な
ロ
ボ
ッ
ト

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
整
備
さ
れ
ま

す
。
二
階
は
事
務
室
、
三
、四

階
は
建
築
学
科
、
五
、六
階
は

電
気
学
科
の
研
究
室
が
入
り
ま

す
。

　

新
館
で
は
、
省
エ
ネ
対
策
と

し
て
照
明
は
す
べ
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
器

具
を
採
用
、
空
調
や
日
射
制
御

の
構
造
も
取
り
入
れ
て
い
ま

す
。
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
央
部
に

位
置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
防
災

対
策
拠
点
（
サ
ブ
）
と
し
て
の

機
能
を
持
た
せ
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
利
用
し
た
直
流
給
電
の

研
究
も
行
い
ま
す
。

ロ
ボ
カ
ッ
プ
ジ
ャ
パ
ン
オ
ー
プ
ン

　
　

来
春
、
本
学
で
開
催

　
「
ロ
ボ
カ
ッ
プ
ジ
ャ
パ
ン

オ
ー
プ
ン
２
０
１
６
愛
知
」
が

来
春
、
本
学
八
草
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま

り
、
学
内
に
山
田
英
介
副
学
長

を
委
員
長
と
す
る
準
備
委
員
会

が
発
足
し
ま
し
た
。

　

本
学
で
の
開
催
は
初
め
て

で
、
長
年
取
り
組
ん
で
き
た
ロ

ボ
ッ
ト
を
中
心
と
し
た
「
も
の

づ
く
り
」
教
育
を
広
く
ア
ピ
ー

ル
す
る
と
と
も
に
、
一
般
市
民

に
も
公
開
す
る
こ
と
で
社
会
貢

献
に
寄
与
す
る
目
的
で
す
。

　

計
画
で
は
平
成
二
十
八
年
三

月
二
十
五
日
か
ら
二
十
七
日
の

三
日
間
、
鉀
徳
館
は
じ
め
新
２

号
館
、
Ａ
Ｉ
Ｔ
プ
ラ
ザ
、
１
号

館
な
ど
を
会
場
と
し
て
開
か
れ

ま
す
。
ま
た
ロ
ボ
カ
ッ
プ
ジ
ュ

ニ
ア
は
二
十
六
日
、
二
十
七
日

に
行
わ
れ
ま
す
。
競
技
種
目
は

平
成
二
十
六
年
の
大
会
と
同
種

目
で
検
討
し
、
今
後
、
本
学
と

ロ
ボ
カ
ッ
プ
日
本
委
員
会
で
組

織
す
る
ロ
ボ
カ
ッ
プ
ジ
ャ
パ
ン

オ
ー
プ
ン
実
行
委
員
会
で
協
議

し
ま
す
。

　

来
場
者
は
海
外
も
含
め
、
シ

ニ
ア
、
ジ
ュ
ニ
ア
の
参
加
者
、

見
学
者
合
わ
せ
て
１
万
人
規
模

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ロボットミュージアム案内板

　

学
園
の
第
三
回
ロ
ボ
ッ
ト
交

流
会
が
二
月
十
一
日
、
若
水

キ
ャ
ン
パ
ス
の
淳
和
記
念
館
で

開
か
れ
ま
し
た
。
愛
知
工
業
大

学
、
愛
工
大
名
電
高
等
学
校
、

愛
工
大
附
属
中
学
校
が
共
催
す

る
ロ
ボ
ッ
ト
の
総
合
的
な
イ
ベ

ン
ト
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
好
き
の
多

く
の
子
ど
も
た
ち
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

　

自
律
型
ロ
ボ
ッ
ト
競
技
会

（
レ
ス
キ
ュ
ー
コ
ー
ス
）
は
じ

め
高
校
専
門
学
科
一
年
生
徒
に

よ
る
ロ
ボ
ッ
ト
デ
ザ
イ
ン
コ
ン

テ
ス
ト
、
大
学
の
各
研
究
室
に

よ
る
「
Ａ
Ｉ
Ｔ
鉄
人
11
号
」
や

Ｅ
Ｔ
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、
か
ら
く
り

人
形
の
展
示
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
。

　

競
技
会
に
は
名
電
高
校
生
、

附
属
中
学
生
の
ほ
か
本
山
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
講
さ
れ
て
い
る
少

年
少
女
ロ
ボ
ッ
ト
教
室
の
受
講

生
も
参
加
し
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
通
り
。

【
小
学
生
の
部
】
①
藤
田
剛
大

（
ロ
ボ
ッ
ト
教
室
）
②
高
坂
優

佑
（
同
）
③
河
口
晋
一
郎
（
同
）

【
中
学
生
の
部
】
①
村
田
悠
斗

（
同
）
②
齋
藤
知
藝
（
附
属
中
）

③
山
本
修
太（
ロ
ボ
ッ
ト
教
室
）

【
高
校
生
の
部
】
①
小
澤
尚
也
、

加
藤
悠
也
（
名
電
高
校
）
②
西

脇
隼
也
、
仲
根
昴
太
郎
（
同
）

③
山
口
健
輔
、
舘
冬
冴
、
今
津

健
登
（
同
）

盛
況
に
ロ
ボ
ッ
ト
交
流
会

　

学
園
設
置
校
の
一
般
入
試
は
一
月
二
十
四
日
、
愛
工
大
附
属
中
学

校
を
皮
切
り
に
相
次
い
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
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設
置
校
で
入
試
相
次
ぐ

試験問題の配布を受ける受験生たち。 上から
附属中、 名電高校、 愛工大八草キャンパス

母親に奨学金を手渡す
後藤泰之副理事長 ・ 学長

後
藤
す
ゞ
子
先
生
奨
学
金
交
付

　

学
園
は
一
月
二
十
七
日
、「
後

藤
す
ゞ
子
先
生
奨
学
金
」
を
大

学
工
学
部
学
生
の
母
親
に
交
付

し
ま
し
た
。

　

元
学
園
長
の
後
藤
す
ゞ
子
先

生
の
遺
志
に
基
づ
き
設
け
ら
れ

て
い
る
奨
学
金
は
、
父
親
の
死

去
、
失
職
な
ど
思
い
が
け
な
い

理
由
で
学
資
の
負
担
が
難
し
く

な
っ
た
設
置
校
の
学
生
、
生
徒

が
学
業
を
継
続
で
き
る
よ
う
支

援
す
る
も
の
で
す
。

　

交
付
式
は
八
草
キ
ャ
ン
パ
ス

本
部
棟
で
行
わ
れ
、
後
藤
泰
之

副
理
事
長
・
学
長
が
母
親
に
奨

学
金
を
手
渡
し
ま
し
た
。
後
藤

副
理
事
長
は
学
生
に
「
こ
の
先

ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
が
、
挫
け

な
い
で
勉
強
に
専
念
し
て
お
母

さ
ん
を
助
け
る
よ
う
に
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
励
ま
し
の
言

葉
を
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

交
付
に
は
井
研
治
副
学
長
ら

大
学
、
学
園
幹
部
も
立
ち
会
い

ま
し
た
。

　

附
属
中
の
入
試
は
二
十
四

日
が
奨
学
生
入
試
、
二
十
五

日
が
第
一
回
入
試
で
、
定
員

百
五
人
に
対
し
、
両
日
合
わ
せ

六
百
六
十
四
人
が
受
験
、
倍
率

は
六
・
三
倍
で
し
た
。
両
日
と

も
早
朝
か
ら
父
母
に
伴
わ
れ
た

児
童
た
ち
が
続
々
と
訪
れ
、
塾

の
先
生
の
激
励
を
受
け
な
が
ら

試
験
会
場
に
入
っ
て
い
き
ま
し

た
。
各
教
室
で
は
監
督
の
先
生

か
ら
受
験
上
の
注
意
を
聞
い
た

後
、
国
語
、
理
科
、
社
会
、
算

数
の
順
に
問
題
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

志
願
者
数
が
愛
知
県
内
私
立
高

校
で
も
有
数
の
名
電
高
校
の
入

試
は
二
月
四
日
、
北
校
舎
、
南

校
舎
を
い
っ
ぱ
い
に
使
っ
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
志
願
者
数
は
普

通
科
が
三
百
二
十
七
人
の
募
集

に
対
し
て
三
千
二
百
二
十
五

人
で
倍
率
は
九
・
九
倍
。
科

学
技
術
科
・
情
報
科
学
科
は

二
百
四
十
人
の
募
集
に
対
し
て

四
百
五
十
三
人
で
倍
率
は
一
・

九
倍
で
し
た
。
マ
ン
モ
ス
会
場

の
喬
徳
館
（
体
育
館
）
で
も
受

験
生
た
ち
は
緊
張
し
た
表
情

で
、
開
始
直
前
ま
で
参
考
書
に

目
を
通
す
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
試
験
は
国
語
、
数
学
、
英

語
、
理
科
、
社
会
の
順
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

学
園
設
置
校
の
一
般
入
試
は
一
月
二
十
四
日
、
愛
工
大
附
属
中
学

校
を
皮
切
り
に
相
次
い
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

愛
知
工
業
大
学
の
前
期
日
程

Ａ
方
式
（
記
述
式
）
は
一
月

二
十
七
、二
十
八
日
、
同
Ｍ
方

式
（
マ
ー
ク
セ
ン
ス
式
）
は

二
十
九
日
の
三
日
間
続
け
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
八
草
キ
ャ
ン
パ

ス
、
自
由
ヶ
丘
キ
ャ
ン
パ
ス
の

ほ
か
地
方
会
場
は
新
設
さ
れ
た

豊
橋
会
場
の
ほ
か
岐
阜
、
四
日

市
、
津
、
浜
松
、
静
岡
、
金

沢
、
富
山
、
松
本
、
岡
山
、
福

岡
の
計
十
一
カ
所
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
八
草
キ
ャ
ン
パ
ス
で
も

早
朝
か
ら
受
験
生
が
訪
れ
、
10

号
館
入
り
口
で
教
室
を
確
認
し

て
受
験
会
場
へ
入
り
、
緊
張
し

専
門
学
校
か
ら
７
人
大
学
編
入

　

専
門
学
校
か
ら
今
春
、
大
学

へ
編
入
学
す
る
学
生
は
七
人
に

な
り
ま
し
た
。
愛
知
工
業
大
学

へ
は
計
六
人
で
、
工
学
部
機
械

工
学
専
攻
が
一
人
、
同
電
子
情

報
工
学
専
攻
が
一
人
、
情
報
科

学
部
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ

ム
専
攻
が
四
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
ほ
か
豊
橋
技
術
科

学
大
学
へ
一
人
、
編
入
学
し
ま

す
。
編
入
学
者
の
激
励
会
が
一

月
二
十
七
日
、
同
校
内
で
開
か

れ
、
稲
垣
愼
二
校
長
が
激
励
し

ま
し
た
。

附
属
中  
倍
率
六・三
倍

高
校
普
通
科  

九・九
倍

た
表
情
で
問
題
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。

　

前
期
日
程
は
三
学
部
七
学

科
十
四
専
攻
の
募
集
人
員

六
百
四
十
八
人
に
対
し
て
志
願

者
総
数
は
昨
年
よ
り
約
七
百
人

多
い
六
千
二
百
九
十
六
人
で
し

た
。
な
お
土
木
工
学
科
に
新
設

さ
れ
る
防
災
土
木
工
学
専
攻
は

二
十
六
人
の
募
集
に
対
し
て
志

願
者
は
二
百
十
九
人
で
し
た
。

大
学
志
願
者

６０００
人
超
す

専
門
学
校
で
自
己
推
薦
入
試

　

専
門
学
校
の
一
般
入
試
は
昨

年
十
一
月
三
十
日
か
ら
今
年
三

月
二
十
六
日
ま
で
計
五
回
実
施

し
て
い
ま
す
。
最
終
日
に
は
今

回
初
め
て
、
作
文
と
面
接
に
よ

る
自
己
推
薦
入
試
も
行
わ
れ
ま

す
。
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担当者から会社の説明を聞く学生たち

（© ニュートン プレス）

愛
名
会
企
業
展
を
開
催

　

学
園
の
後
援
組
織「
愛
名
会
」

の
会
員
企
業
が
出
展
す
る
学
内

企
業
展
が
三
月
二
、三
日
、
大

学
八
草
キ
ャ
ン
パ
ス
の
鉀
徳
館

（
体
育
館
）
で
開
か
れ
、
来
春

卒
業
す
る
学
生
の
就
職
活
動
が

本
番
を
迎
え
ま
し
た
。
今
年
か

ら
就
職
活
動
の
解
禁
が
三
カ
月

遅
い
三
月
一
日
か
ら
と
な
り
、

昨
年
よ
り
半
月
遅
い
開
催
と
な

り
ま
し
た
。
出
展
企
業
は
両
日

の
午
前
、
午
後
の
部
の
四
回
に

分
か
れ
、
計
四
百
五
十
五
社
が

参
加
、
学
生
は
二
日
間
で
延
べ

三
千
七
百
人
が
訪
れ
、
期
待
を

持
っ
て
各
社
ブ
ー
ス
を
回
っ
て

い
ま
し
た
。

　

開
会
式
の
後
、
入
場
時
間
に

な
る
と
、
リ
ク
ル
ー
ト
姿
の
学

生
た
ち
は
待
ち
か
ね
た
よ
う
に

各
企
業
を
回
り
説
明
を
受
け
て

い
ま
し
た
。
機
械
学
科
の
女
子

三
年
生
は
「
自
動
車
や
工
作
機

械
関
連
の
中
小
メ
ー
カ
ー
を
志

望
し
て
い
ま
す
。
結
構
い
い
手

ご
た
え
を
感
じ
ま
す
が
、
や
は

り
不
安
も
大
き
い
の
で
早
め
に

決
め
た
い
」
と
意
欲
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。
一
方
、
毎
年
出
展

し
本
学
生
を
過
去
十
一
人
採
用

し
て
い
る
と
い
う
東
海
市
の
素

材
メ
ー
カ
ー
の
担
当
者
は
「
解

禁
が
遅
く
な
っ
た
分
、
学
生
数

が
す
ご
く
多
い
よ
う
に
感
じ

る
。い
い
人
材
を
確
保
し
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

景
気
回
復
に
伴
っ
て
「
売
り

手
市
場
」
と
さ
れ
る
中
、
本
学

へ
の
求
人
は
三
月
二
日
現
在
、

六
千
十
六
社
で
昨
年
に
比
べ
約

一
割
減
っ
て
い
ま
す
が
、
就
職

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
変
更
に
伴
う
影

響
と
み
ら
れ
今
後
プ
ラ
ス
に
転

じ
る
見
通
し
で
す
。
本
学
キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
長
の
渡
辺
修
教

授
は
「
後
ろ
倒
し
で
就
活
期
間

が
短
く
な
っ
た
の
で
学
生
は
タ

イ
ミ
ン
グ
を
失
し
な
い
よ
う
意

識
し
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

「
有
機
二
次
電
池
」
研
究

　
　「
ニ
ュ
ー
ト
ン
」
が
紹
介

森田靖教授

　

大
学
応
用
化
学
科
の
森
田
靖

教
授
（
物
性
有
機
合
成
化
学
）

が
取
り
組
ん
で
い
る
、
新
し
い

タ
イ
プ
の
「
有
機
二
次
電
池
」

の
研
究
が
科
学
雑
誌
「
ニ
ュ
ー

ト
ン
」
四
月
号
の
特
集
記
事
の

中
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
集
記
事
は
「
進
化
を
つ
づ

け
る
電
池
」
と
題
し
、
現
代
人

の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
ス
マ

ホ
・
携
帯
電
話
や
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
の
電

源
と
な
っ
て
い
る
リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
電
池
や
次
世
代
電
池
を
詳

し
く
解
説
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
中
で
、
森
田
教
授
が
開

発
し
て
い
る
電
池
は
、
環
境
保

護
の
観
点
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
不

要
な
理
想
的
な
電
池
と
な
る
可

能
性
を
秘
め
て
い
る
と
し
て
取

り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
電
池
の

構
成
要
素
で
あ
る
電
極
に
レ
ア

メ
タ
ル
系
で
は
な
く
有
機
材
料

を
使
う
と
い
う
、
新
し
い
発
想

で
す
。
究
極
的
に
は
二
次
電
池

と
し
て
何
度
も
使
っ

た
後
、
普
通
の
ゴ
ミ

と
し
て
捨
て
、
燃
や

す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
例
え
ば
電
気
自

動
車
が
普
及
し
て
電

池
が
産
業
廃
棄
物
と

し
て
大
量
に
捨
て
ら

れ
る
と
、
社
会
問
題
に
も
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
事
態

を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
も
可
能
に

な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
森
田
教
授
ら
は
Ｔ

Ｏ
Ｔ
（
ト
リ
オ
キ
ソ
ト
リ
ア
ン

ギ
ュ
レ
ン
）
と
い
う
新
し
い
分

子
を
世
界
で
初
め
て
つ
く
り
出

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
炭
素
を
中

心
に
構
成
さ
れ
る
有
機
物
で
、

４
つ
の
電
子
を
た
め
こ
む
こ
と

が
で
き
る
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

現
在
は
、
Ｔ
Ｏ
Ｔ
を
電
池
の
正

極
に
使
い
、
負
極
に
は
金
属
リ

チ
ウ
ム
を
使
い
、
Ｔ
Ｏ
Ｔ
の
性

能
に
つ
い
て
実
験
を
重
ね
て
い

ま
す
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
通
常

の
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
に
比

べ
、
同
じ
重
さ
あ
た
り
で
一
・

三
～
三
倍
の
電
気
容
量
が
あ
る

と
計
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

森
田
教
授
は
今
回
の
研
究
成

果
に
つ
い
て
、「
二
次
電
池
活

物
質
へ
の
応
用
は
、
新
規
な
物

質
を
自
在
に
組
み
立
て
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
有
機
合
成
化
学

の
新
た
な
展
開
の
一
つ
で
す
。

未
知
の
分
子
の
設
計
や
合
成
に

興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
学
生

さ
ん
を
ど
ん
ど
ん
増
や
し
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま

す
。

　

森
田
教
授
は
現
在
、
独
立
行

政
法
人 
科
学
技
術
振
興
機
構

の
戦
略
的
創
造
研
究
推
進
事

業 CREST 
の
研
究
代
表
者
で

あ
り
、
本
年
度
か
ら
本
学
で
、

カ
ネ
カ
や
ト
ヨ
タ
自
動
車
な
ど

の
企
業
研
究
者
と
共
同
で
こ
の

「
有
機
二
次
電
池
」
や
「
太
陽

電
池
」
の
開
発
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す

森
田
教
授  「
有
機
合
成
化
学
の
新
た
な
展
開
」

455
社
が
出
展  

学
生
「
手
ご
た
え
と
不
安
と
」　
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記念講演会に臨む左から濱口道成名古屋大学総長、
澤木宣彦本学教授、 西永頌元豊橋技術科学大学学長

2014 年ノーベル物理学賞は青色 LED を開発し
白色 LED という 21 世紀の光を生み出した赤
﨑勇先生（名城大学終身教授・名古屋大学特別
教授）、天野浩先生（名古屋大学教授）、中村修
二先生（カリフォルニア大学サンタバーバラ校
教授）の 3 人に与えられました。筆者は縁あっ
てこの度の授賞式に招かれました。

ノーベル賞授賞式はこの賞を創設した A. ノー
ベル氏の命日に当たる 12 月 10 日と決められ
ており、その日を挟む一週間がノーベルウイー
クとされ、12 月 8 日の記念講演会とコンサー
ト、12 月 9 日ノーベル財団によるレセプショ
ン、12 月 10 日授賞式と祝賀晩餐会など様々
な行事が催されました。

記念講演会はストックホルム大学の講堂で行わ
れました。ノーベル財団の会長の挨拶と推薦委
員会委員長の受賞者の紹介の後、赤﨑先生、天
野先生、中村先生がそれぞれの立場で研究の経
過と今後の抱負を述べられました。三人の先生
は共に「研究開発は大変な困難を伴うものだっ
たが、目標を失わず頑張った」と苦労の末に今
日の栄光があることを強調されました。

日本大使館のレセプションを挟んで、その夜に
行われたコンサートにはスエーデン国王も参列
され、スエーデン国歌の斉唱から始まりました。
新進気鋭の指揮者 A. ネルソン氏は 1978 年生
まれの 36 歳で、若さと力にあふれ、ベートー
ベンの交響曲 7 番は今まで聞いたことのない
力のみなぎる演奏でした。天野、中村両先生
が 20 ～ 30 歳代の若い頃に大きな仕事をされ
たことをお祝いするような誠にすばらしいコン
サートでした。

10 日の授賞式には男性は燕尾服着用が求めら
れ、約 1300 名の参列者が正装して会場となる

ノーベル賞授賞式に参列して
大学総合技術研究所所長

澤木宣彦電気学科教授

「
苦
労
の
末
の
栄
光
」
を
強
調　
　

授
賞
の
瞬
間  

筆
者
も
身
震
い　
　

長
い
冬
の
夜
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
で
明
る
く　

コンサートホールに集まりました。国王初め王
室の方々が列席され、受賞者の家族の方々や招
待者の見守る中、ストックホルムロイヤル交響
楽団の演奏を背景に、A. ノーベルの胸像の前
で 11 名の受賞者が一人ずつ国王からメダルと
賞状が手渡されされました。最初に物理学賞を
受賞される赤﨑先生がメダルと賞状を受けられ
ましたが、客席で見守る筆者も自分が賞を頂い
ているような錯覚を覚え身震いしました。とて
も良い授賞式でした。

授賞式終了後、参加者はそのままバスに乗り込
んで、祝賀晩餐会会場に向かいました。晩餐会
はストックホルム市庁舎の「青の間」で行われ
ました。1923 年に完成したというこの「青の
間」は建設途上の赤煉瓦造りの壁の色があまり
にもきれいだったため青い色にするという当初
計画を変更したとのことで、スエーデン国旗の
青色にはなっていませんでしたが、今回のノー
ベル賞が青色 LED であり、偶然とは言え、い
い会場となりました。会場片隅には A. ノーベ
ルのレリーフが飾られ、祝宴を見守っているよ
うでした。

ストックホルムの冬の夜は早く、日没は 14 時
20 分でしたから、公式行事の多くは夜の開催
となりました。気温は思いの外暖かく、雪では
なく小雨の多い一週間でした。低い太陽が現れ
ると、第 2 次世界大戦の戦火を逃れ中世の面
影が残る町並みを照らし、北欧都市の特有の美
しさを醸しだしました。折しもクリスマス前の
アドベントの頃で、街は LED を使った飾り付
けが多く見られ、長い冬の夜が LED で明るく
なっていると感じました。

　赤﨑先生、天野先生と研究室を共にした
澤木宣彦教授が授賞式に出席しました。そ
のレポートを寄せて頂きましたので、一部
を紹介します。
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銘板に刻まれた後藤鉀二前
理事長㊨と周恩来首相の写真

感
謝
状
贈
呈
の
後
、
松
井
初
江
さ
ん

（
前

列
中
央
）
や
後
藤
理
事
長

（
そ
の
右
）
を

囲
み
、
一
同
で
記
念
写
真
を
撮
り
ま
し
た

専
門
学
校
が
単
位
制
を
導
入

　

名
電
高
校
吹
奏
楽
部
の
顧
問

を
務
め
た
故
松
井
郁
雄
先
生
の

妻
、
松
井
初
江
さ
ん
か
ら
吹
奏

楽
部
に
ド
ラ
ム
が
寄
贈
さ
れ
、

学
園
は
二
月
二
十
四
日
、
初
江

さ
ん
に
後
藤
淳
理
事
長
か
ら
感

謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
ド
ラ
ム
は
一
台
あ
り
ま
し
た

が
、
今
回
寄
贈
さ
れ
た
ド
ラ
ム

は
一
回
り
大
き
い
ド
イ
ツ
・
レ

フ
ィ
ー
マ
社
製
で
、
湿
度
の
関

係
か
ら
若
水
キ
ャ
ン
パ
ス
淳
和

記
念
館
の
練
習
場
で
、
な
め
し

た
牛
革
を
張
り
付
け
て
組
み
立

て
ら
れ
ま
し
た
。

　

感
謝
状
の
贈
呈
式
は
記
念
館

三
階
ホ
ー
ル
に
一
、二
年
生
部

員
百
三
十
人
が
勢
ぞ
ろ
い
し
、

松
井
先
生
の
遺
影
が
飾
ら
れ
た

中
で
行
わ
れ
、
後
藤
理
事
長
は

松
井
先
生
の
思
い
出
や
人
柄
を

紹
介
し
な
が
ら
「
い
つ
ま
で
も

大
事
に
使
っ
て
全
国
に
そ
の
音

を
響
か
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
話

し
ま
し
た
。
初
江
さ
ん
も
「
主

人
が
亡
く
な
っ
て
十
年
。
楽
し

そ
う
に
楽
譜
を
広
げ
て
い
る
姿

は
い
ま
で
も
忘
れ
ま
せ
ん
。
名

電
の
吹
奏
楽
部
で
勉
強
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
こ
と
を
誇
り
に

思
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」
と

お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
の
後
部
員
た
ち
は
新
し
い

ド
ラ
ム
で
打
楽
器
演
奏
を
披

露
、
初
江
さ
ん
に
お
礼
の
寄
せ

書
き
や
花
束
を
贈
り
ま
し
た
。

現
顧
問
の
伊
藤
宏
樹
教
諭
は

「
こ
れ
か
ら
先
何
十
年
と
松
井

先
生
の
魂
の
こ
も
っ
た
演
奏
を

続
け
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

　

吹
奏
楽
部
は
昭
和
三
十
年
に

同
好
会
と
し
て
発
足
、
三
十
二

年
に
ク
ラ
ブ
に
昇
格
し
ま
し

た
。
三
十
八
年
に
合
唱
の
指
導

を
し
て
い
た
松
井
先
生
を
迎

え
、
三
年
目
か
ら
全
国
大
会
に

出
場
、
四
十
八
年
に
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
で
念
願
の
金
賞
に
輝
き

ま
し
た
。
歴
代
の
指
導
者
が
上

手
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
全
国

最
多
出
場
を
誇
り
、
現
部
員
は

百
八
十
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

故
松
井
先
生
夫
人
が

吹
奏
楽
部
へ
ド
ラ
ム

松井初江さんに感謝状を手渡す後藤淳理事長

　
　
　
　
　

学
園
が
感
謝
状

　

ピ
ン
ポ
ン
外
交
を
記
念
し
愛

知
県
体
育
館
（
名
古
屋
市
）
に

設
置
さ
れ
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の

デ
ザ
イ
ン
が
三
月
三
日
、
愛
知

県
か
ら
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
当

時
、
日
本
卓
球
協
会
会
長
と
し

て
ピ
ン
ポ
ン
外
交
の
礎
を
築
い

た
故
後
藤
鉀
二
前
学
園
理
事
長

の
写
真
も
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
縦
三
㍍
、

横
七
㍍
の
陶
板
で
、
水
墨
画
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
モ
ノ
ト
ー
ン
を

基
調
と
し
、
日
中
の
書
家
二
人

が
「
平
和
」「
友
好
」「
愛
」「
夢
」

の
文
字
を
揮
毫
。
全
体
を
愛
知

県
出
身
の
現
代
美
術
家
水
谷
イ

ズ
ル
さ
ん
が
担
当
、
日
米
中
三

国
の
国
旗
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た

ピ
ン
ポ
ン
球
が
縦
横
に
飛
び
交

い
、
多
国
間
の
対
話
が
弾
む
さ

ま
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

　

左
右
に
は
ス
テ
ン
レ
ス
製
銘

板
が
は
め
込
ま
れ
、
左
側
で
は

大
村
秀
章
知
事
の
挨
拶
文
や
解

説
、
右
側
で
は
第
三
十
一
回
世

界
卓
球
選
手
権
大
会
に
纏
わ
る

写
真
が
八
枚
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
中
で
、
後
藤
前
理
事

長
の
写
真
は
中
国
チ
ー
ム
参
加

の
交
渉
に
訪
れ
た
北
京
で
周

恩
来
首
相
と
握
手
す
る
貴
重
な

一
枚
で
、
普
段
は
淳
和
記
念
館

メ
モ
リ
ア
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
保

管
・
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

陶
板
は
正
面
外
壁
に
設
置
さ

れ
、
五
月
に
当
時
の
大
会
参
加

者
や
米
中
の
外
交
関
係
者
約
百

人
を
招
い
て
除
幕
式
が
行
わ
れ

ま
す
。

ピ
ン
ポ
ン
外
交
記
念
碑

 

デ
ザ
イ
ン
を
発
表

ピンポン球が飛び交うピンポン外交モニュメントの全体イメージ
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専
門
学
校
が
単
位
制
を
導
入

　

専
門
学
校
は
新
年
度
か
ら
単

位
制
を
導
入
し
ま
す
。「
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
多
様
な
職

業
教
育
が
必
要
」
と
の
改
正
文

部
科
学
省
令
の
施
行
に
基
づ

き
、
愛
知
県
内
の
専
修
学
校
で

も
先
行
的
ケ
ー
ス
と
し
て
実
現

し
ま
す
。

　

学
年
制
と
異
な
っ
て
、
単
位

制
は
一
定
の
単
位
数
の
修
得
に

よ
っ
て
卒
業
資
格
が
得
ら
れ
る

も
の
で
す
。こ
の
た
め
、メ
リ
ッ

ト
と
し
て
▽
働
き
な
が
ら
自
分

の
ペ
ー
ス
で
学
べ
る
▽
留
年
が

な
い
▽
大
学
へ
編
入
し
や
す
い

▽
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
将
来
が
広

が
る
―
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
特
に
学
年
制
だ
と
、
一

マ
イ
ペ
ー
ス
の
学
習
可
能
に

科
目
で
も
不
合

格
に
な
る
と
留

年
と
な
り
、
翌
年
全
科
目
を
再

び
受
講
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し

た
が
、
単
位
制
で
は
不
合
格
科

目
だ
け
を
履
修
す
れ
ば
よ
い
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

単
位
制
で
は
学
生
の
履
修
の

仕
方
も
様
々
に
考
え
ら
れ
る
た

め
、
専
門
学
校
は
学
生
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
指
導
体
制
も
整

え
、
学
年
制
と
並
行
し
て
、
単

位
制
を
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

名電高校バレーボール部

春高バレー  ベスト４

　

名
電
高
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

は
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
高
校

選
手
権
（
春
高
バ
レ
ー
）
に
出

場
、
ベ
ス
ト
４
進
出
と
い
う
好

成
績
で
し
た
。
残
念
な

が
ら
準
決
勝
で
大
村
工

（
長
崎
）
に
敗
れ
、
初

の
決
勝
進
出
は
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し

ベ
ス
ト
４
は
学
校
の
歴

史
に
並
ぶ
タ
イ
記
録
、

北
川
祐
介
監
督
の
下
、

「
名
門
復
活
」
へ
確
か

な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま

し
た
。

　

県
大
会
で
強
豪
の
星

城
高
校
に
ス
ト
レ
ー
ト

勝
ち
し
掴
ん
だ
愛
知
代

表
の
座
、
一
月
五
日
か

ら
東
京
体
育
館
で
始
ま
っ
た
全

国
大
会
も
準
々
決
勝
ま
で
快
進

撃
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
十
日
の
大
村
工
戦
は
サ
ー
ブ

ミ
ス
や
レ
シ
ー
ブ
の
乱
れ
が
相

次
ぎ
、
得
意
の
ブ
ロ
ッ
ク
や
セ

ン
タ
ー
攻
撃
が
通
用
せ
ず
完

敗
、「
雰
囲
気
に
の
ま
れ
た
」（
中

根
主
将
）
と
本
来
の
力
を
発
揮

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

二
十
年
ほ
ど
前
は
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
や
国
体
の
上
位
校
と
し
て

全
国
的
に
活
躍
し
ま
し
た
が
、

一
時
期
休
部
も
あ
り
低
迷
し
ま

し
た
。し
か
し
北
川
監
督
の
下
、

部
員
が
一
丸
と
な
っ
て
名
門
復

活
を
目
指
し
、
今
大
会
も
目
標

の
ベ
ス
ト
８
を
ク
リ
ア
し
ま
し

た
。

　

北
川
監
督
は
「
名
門
復
活
を

な
し
遂
げ
、
今
大
会
は
新
し
い

名
電
の
第
一
歩
。
目
指
す
と
こ

ろ
は
優
勝
だ
が
、
た
だ
勝
て
れ

ば
い
い
と
い
う
も
の
で
は
な

い
。
高
校
生
ら
し
い
生
活
を

送
っ
て
さ
ら
に
全
国
で
頂
点
を

取
れ
れ
ば
そ
れ
に
越
し
た
こ
と

は
な
い
。
ま
ず
は
メ
ン
タ
ル
面

を
教
え
、
ブ
ロ
ッ
ク
や
ス
パ
イ

ク
な
ど
技
術
的
な
こ
と
も
伝
え

ベ
ス
ト
４
以
上
に
通
用
す
る

チ
ー
ム
を
目
指
し
た
い
」
と
語

り
、
卒
業
す
る
三
年
生
に
対
し

て
は
「
彼
ら
に
は
常
に
人
間
的

成
長
を
求
め
、
後
輩
た
ち
に
何

を
残
せ
る
か
話
し
合
っ
て
き

た
。
最
後
に
こ
ん
な
に
素
晴
ら

し
い
結
果
を
残
し
て
く
れ
感
謝

し
て
い
ま
す
」
と
ね
ぎ
ら
い
の

言
葉
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

３位のメダルをかけてもらう高校バレーボール部員たち

名
門  

復
活

　

名
電
高
校
で
は
今
年
、
科
学

技
術
科
の
生
徒
を
中
心
に
三
年

生
二
十
人
が
危
険
物
取
扱
者
試

験
の
乙
種
全
類
を
取
得
し
ま

し
た
（
専
門
学
科
現
三
年
生

百
九
十
七
人
の
一
割
）。
同
校

で
は
「
資
格
を
取
り
た
い
」
と

い
う
意
識
の
高
ま
り
を
受
け
、

数
年
前
か
ら
合
格
者
が
二
桁
を

超
え
、
今
年
は
過
去
最
高
と
な

り
ま
し
た
。
二
年
生
も
数
人
乙

種
全
類
取
得
し
て
い
ま
す
。

　

危
険
物
取
扱
者
試
験
は
消
防

法
に
基
づ
く
国
家
試
験
で
都
道

府
県
ご
と
に
消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
が
実
施
、
年
間
六
～
八

回
行
わ
れ
、
合
格
者
に
は
知
事

か
ら
免
状
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

甲
、
乙
、
丙
の
三
種
類
あ
り
、

甲
種
を
除
い
て
誰
で
も
受
験
で

き
ま
す
。
乙
種
は
危
険
物
の
種

類
に
よ
っ
て
一
類
か
ら
六
類
ま

で
あ
り
、
一
年
生
か
ら
少
し
ず

つ
取
得
し
て
い
く
生
徒
が
多

く
、
乙
種
全
類
取
得
す
れ
ば
甲

種
と
同
じ
危
険
物
が
取
り
扱
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

同
校
で
は
危
険
物
取
扱
者
試

験
な
ど
の
資
格
試
験
に
挑
戦
す

る
生
徒
も
多
い
の
で
す
が
、
受

験
指
導
に
あ
た
る
野
﨑
敏
広
教

諭
は
「
一
回
の
試
験
で
す
べ
て

取
得
で
き
る
も
の
で
は
な
い
に

も
関
わ
ら
ず
、

こ
の
よ
う
な
取

得
者
数
を
あ
げ

る
こ
と
が
で
き

た
の
は
、
生
徒

た
ち
が
計
画
的

か
つ
継
続
し
て

勉
強
し
た
結
果

だ
と
思
い
ま

す
。
担
当
者
と

し
て
と
て
も
う

れ
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。
今
後

さ
ら
に
取
得
者

数
を
増
や
せ
る

よ
う
に
指
導
で

き
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
」
と

話
し
ま
し
た
。

合
格
し
た
皆
さ
ん

　
危
険
物
取
扱
者
試
験

　
　

過
去
最
高
20
人

　
　

乙
種
全
類
取
得
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全日本選手権の混合ダブルスで優勝した
吉村選手と石川選手 （日本卓球協会提供）

日本代表選考会のシングルスで優勝
した吉田選手 （ニッタクニュース提供）

　

今
春
の
世
界
卓
球
選
手
権
蘇
州
大
会

　

吉
村
、
吉
田
選
手
が
出
場

　

附
属
中
卓
球
部
の
木
造
勇
人

選
手
（
三
年
）
は
一
月
下
旬

に
パ
ラ
グ
ア
イ
で
開
か
れ
た

２
０
１
４
グ
ロ
ー
バ
ル
ジ
ュ
ニ

ア
サ
ー
キ
ッ
ト
フ
ァ
イ
ナ
ル
の

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
で
優
勝
し
ま

し
た
。
こ
の
大
会
は
ジ
ュ
ニ
ア

ツ
ア
ー
の
ポ
イ
ン
ト
ラ
ン
キ
ン

グ
上
位
者
で
、
最
低
で
も
二
大

陸
以
上
で
の
大
会
に
出
場
し
て

い
る
者
だ
け
に
、
出
場
権
が
与

え
ら
れ
ま
す
。
各
国
二
人
ま
で

で
、
十
六
人
し
か
出
場
で
き
ま

せ
ん
。
予
選
リ
ー
グ
で
上
位
二

人
が
勝
ち
上
が
り
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

木
造
選
手
は
日
本
勢
同
士
の

戦
い
と
な
っ
た
決
勝
で
龍
崎
東

寅
選
手
（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
エ
リ
ー
ト
ア

カ
デ
ミ
ー
）
を
４—

３
で
破
り

優
勝
を
決
め
ま
し
た
。

　

監
督
の
真
田
浩
二
教
諭
は

「
一
月
中
旬
の
全
日
本
選
手
権

は
悔
い
の
残
る
大
会
に
な
っ
た

の
で
、
全
日
本
で
出
た
課
題
も

修
正
し
て
本
人
を
パ
ラ
グ
ア
イ

に
送
り
出
し
ま
し
た
。
結
果
は

も
ち
ろ
ん
嬉
し
い
で
す
が
、
こ

ち
ら
の
深
夜
に
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
配
信

さ
れ
る
試
合
を
み
な
が
ら
、
本

人
が
や
ろ
う
と
し
て
い
る
姿
を

見
ら
れ
た
の
が
大
変
嬉
し
か
っ

た
で
す
」
と
コ
メ
ン
ト
し
ま
し

た
。

　

大
学
男
子
卓
球
部
の
吉
村
真

晴
選
手
（
経
営
学
科
三
年
）
と

吉
田
雅
己
選
手
（
同
二
年
）
の

二
人
が
今
春
の
世
界
卓
球
選
手

権
（
個
人
戦
）
に
日
本
代
表
と

し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

吉
村
選
手
は
一
月
の
全
日
本

選
手
権
混
合
ダ
ブ
ル
ス
で
、
一

昨
年
、
昨
年
に
続
き
石
川
佳
純

選
手
（
全
農
）
と
ペ
ア
を
組
み
、

念
願
の
初
優
勝
を
果
た
し
代
表

に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
大
学
一

年
時
に
は
団
体
戦
、
二
年
時
に

は
個
人
戦
に
出
場
し
て
お
り
今

回
で
三
回
目
に
な
り
ま
す
。

　

吉
田
選
手
は
昨
年
十
二
月
に

開
催
さ
れ
た
世
界
卓
球
日
本
代

表
選
考
会
の
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

で
優
勝
し
、
代
表
の
座
を
獲
得

し
ま
し
た
。
順
当
に
ラ
ン
キ
ン

グ
を
上
げ
て
い
る
選
手
と
し
て

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

世
界
選
手
権
は
四
月
二
十
六

日
～
五
月
三
日
、
中
国
・
蘇
州

で
開
か
れ
、
吉
村
選
手
は
石
川

選
手
と
の
混
合
ダ
ブ
ル
ス
、
吉

田
選
手
は
シ
ン
グ
ル
ス
に
エ
ン

ト
リ
ー
し
ま
す
。
鬼
頭
明
監
督

は
「
吉
村
に
は
経
験
を
活
か
し

て
メ
ダ
ル
を
目
標
に
頑
張
っ
て

も
ら
い
た
い
。
そ
の
力
は
十
分

に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
吉
田
は

初
出
場
だ
が
、
国
際
大
会
の
経

験
も
豊
富
で
今
シ
ー
ズ
ン
の
調

子
も
良
い
。
台
風
の
目
と
な
る

グローバルジュニアサーキットファ
イナルで優勝した木造勇人選手

附
属
中
卓
球
部
・
木
造
選
手  

世
界
サ
ー
キ
ッ
ト
で
優
勝

活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

本
学
か
ら
多
く
の
選
手
が
世

界
選
手
権
に
出
場
し
て
い
ま
す

が
、
中
で
も
故
長
谷
川
信
彦
選

手
は
昭
和
四
十
二
年
の
ス
ト
ッ

ク
ホ
ル
ム
で
男
子
団
体
、
シ
ン

グ
ル
ス
、
混
合
ダ
ブ
ル
ス
で
、

ま
た
四
十
四
年
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン

で
は
本
学
の
杉
本（
旧
姓
今
野
）

　

第
四
十
四
回
後
藤
杯
卓
球
選

手
権
大
会
《
名
古
屋
オ
ー
プ

ン
》
が
一
月
十
七
日
、
十
八

日
、
一
宮
市
総
合
体
育
館
で
開

か
れ
、
二
十
九
都
道
府
県
か
ら

千
二
百
四
十
一
人
の
子
ど
も
た

ち
が
参
加
、
二
日
間
に
わ
た
っ

て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

ピ
ン
ポ
ン
外
交
に
尽
力
し
た

安
子
選
手
と
の
混
合
ダ
ブ
ル
ス

で
優
勝
、
活
躍
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
両
選
手
は
七
月
に
韓

国
で
開
か
れ
る
ユ
ニ
バ
ー
シ

ア
ー
ド
の
日
本
代
表
に
も
選
ば

れ
ま
し
た
。
吉
村
選
手
は
二
月

に
行
わ
れ
た
国
内
選
考
会
で
一

位
と
な
り
、
吉
田
選
手
は
強
化

委
員
会
の
推
薦
を
受
け
、
代
表

の
座
を
つ
か
み
ま
し
た
。

元
日
本
卓
球
協
会
会
長
、
前
学

園
理
事
長
の
故
後
藤
鉀
二
先
生

を
偲
び
、愛
知
県
卓
球
協
会（
後

藤
淳
会
長
）
が
昭
和
四
十
七
年

か
ら
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の

で
、
第
二
十
七
回
か
ら
は
一

般
・
ジ
ュ
ニ
ア
と
は
別
開
催
と

な
り
、中
二
以
下
の
カ
デ
ッ
ト
、

小
六
以
下
の
ホ
ー
プ
ス
、
小
四

以
下
の
カ
ブ
の
三
つ
の
部
に
分

か
れ
、
全
国
の
子
ど
も
た
ち
が

卓
球
の
腕
を
競
っ
て
い
ま
す
。

　

開
会
式
で
松
原
曉
美
副
会
長

が
選
手
を
激
励
し
ま
し
た
。

後
藤
杯
卓
球
１２００
人
余
熱
戦

　

名
電
高
校
元
校
長
の
長
尾
正

男
氏
が
三
月
二

日
、
死
去
し
ま

し
た
。
八
十
七

歳
で
し
た
。
長

尾
氏
は
昭
和
五
十
九
年
四
月
か

ら
四
年
間
、
第
六
代
校
長
を
務

め
ま
し
た
。
葬
儀
等
は
親
族
の

み
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
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